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塩釜漁港の指定施設（物揚場，岸壁，護岸及び桟橋横泊地） 

に係る指定管理者の指定について 

 

 

１ 施設概要  施設名 塩釜漁港の指定施設（物揚場，岸壁，護岸及び桟橋横泊地） 

        所在地 塩竈市新浜町一丁目地先（物揚場，岸壁，護岸及び桟橋横泊地） 

             

２ 募集期間  令和３年８月２日から令和３年９月１５日まで 

 

３ 応募団体（１団体） 塩竈市観光物産協会 

 

４ 審査日程  第一次審査（書類審査）  令和３年 ９月１６日から 

令和３年 ９月２８日まで 

        第二次審査（ヒアリング） 令和３年１０月１４日 

 

５ 審査方法  令和３年１０月１４日に宮城県水産林政部指定管理者選定委員会を開 

催し，公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例第３条に規定する

選定基準により，下記項目について審査を行い候補者を選定した。 

審査項目 審査の視点 配点 

計 画 の 内 容 

及 び 実 現 性 

・施設の設置目的を踏まえた管理運営方針となっているか。 

・人員体制及び配置計画は，施設の業務に十分対応できるもの

であるか。 

・施設の維持管理計画が適正であるか。 

・現金の取扱い等，使用料の管理は適切であるか。 

・利用者サービス向上に向けた取組計画が計画されているか。 

・利用者の増加に向けた取組がなされているか。 

・事故の防止対策，事故が発生した際の体制づくりが的確にな

されているか。 

・防犯及び防災に対する対応体制が適切か。 

・個人情報保護の考え方は適切か。 

・情報の管理体制は適切か。 

４０点 

申 請 者 の 能

力 

・安定的な運営が可能となる人的能力を備えているか。 

・安定的な運営が可能となる経理的な基盤を備えているか。 

・施設の管理実績は十分か。 

・事業に対する取組姿勢は適正か。 

４０点 

収 支 計 画 

・経費の積算，配分等が適切であり，実現性・具体性があるか。 

・宮城県の見込んでいる金額を超えていないか。 

・施設の管理，運営以外の目的に費用が計上されていないか。 

２０点 

 

６ 選定委員の氏名等 

 氏  名 所  属 ・ 職 

委 員 長 石 田 幸 司 宮城県水産林政部副部長（技術担当） 

副委員長 伊 藤 栄 明 宮城県小型船安全協会会長 

委  員 大 越 和 加 東北大学大学院農学研究科教授 

委 員 斎 藤 まゆみ  有限会社まるきた商店代表取締役 

委  員 鈴 木 昌 寿 宮城県水産林政部副部長（技術担当） 
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７ 採点一覧表 

団体名 審査項目 
委員

Ａ 

委員

Ｂ 

委員

Ｃ 

委員

Ｄ 
合計 平均 摘要 

 

塩竈市観

光物産協

会 

計画の内容

及び実現性 24 28 29 30 111 27.8 

指定管理

者候補者 

申 請 者 

の 能 力 26 26 28 28 108 27.0 

収 支 計 画 
12 12 12 12 48 12.0 

合 計 
62 66 69 70 267 66.8 

  ※委員１名は審査に不参加。 
 

８ 指定管理者候補者の指定管理収支計画 ５年間合計 

   収入総額  ６，５４９，０００円（うち県指定管理料 ６，５４９，０００円） 

   支出総額  ６，５４９，０００円 

 

９ 指定管理者候補者 

   団 体 名  塩竈市観光物産協会 

   代表者名  会長 水野 暢大 

   所 在 地  宮城県塩竈市海岸通１５－１ 

 

10 指定期間  令和４年４月１日から令和９年３月３１日まで 

 

11 選定理由 

(1) 管理運営を行う人員体制が適切に計画されている。また，異常発生時に連絡が取れ 

るよう関係機関と緊急連絡網を整備し，迅速に対応できる体制を確保するともに，事 

故発生時に迅速に対応するため危機管理マニュアルを作成することとしているなど， 

適正な計画であると認められた。 

 (2) 当該団体は，現在も当該施設の指定管理者として適正に管理を行っているなど，指 

定管理者としての能力を十分有していると認められた。 

 (3) 収支計画については，経費の節減を図り，効率的な管理運営ができるものと認めら 

れるなど，県への貢献が期待できる。 

 

12 指定管理者の指定 

宮城県水産林政部指定管理者選定委員会の審査結果を踏まえ，上記９の指定管理者

候補者を，令和３年１１月県議会の議決を経た上で，令和３年１２月１５日に指定管理

者に指定した。 


